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2020 秋 IT ストラテジスト試験 全国統一公開模試 講評と採点基準 

2020 年 9 月 25 日 (株)アイテック IT 人材教育研究部 

 

■ 全体講評 

IT ストラテジストの午後Ⅰ試験は，記述式 4 問出題

のうち 2 問を選択解答します。問 1 は，地方都市の医療

情報連携システムについての問題，問 2 は，自治体のサ

ービス拡大戦略の策定支援についての問題，問 3 は，ド

ラッグストアチェーンのシステム統合化計画に関する

問題，問 4 は観光地向け案内ガイドの新製品企画につい

ての問題です。このように，業種やテーマが広範囲にま

たがって出題されています。自分の経験や知識を生かせ

るテーマを選んで解答することが大事ですが，ドメイン

知識の有無は解答にそれほど影響ありません。あまり専

門にこだわらずに，解答しやすい問題を選んでください。 

試験では，問題を読んで即座に各問題での解答のしや

すさや難易度を推定し，どの問題を選択するかの適切な

判断が望まれます。それぞれ長文の問題を読んで，すぐ

に設問に答えなければならないので，時間が足りなくな

りがちです。短時間で解答しやすい問題を選ぶのも，能

力のひとつになります。設問をよく読んで「何が要求さ

れているか」をすばやく理解することが重要です。その

ためには，いきなり問題文を読むのではなく，まず設問

から読むことが有効です。その際は，設問を読みながら

ポイントとなるところにアンダーラインを引いて，設問

内容を意識しながら問題文を読むことが重要です。 
また，出題者の意図をよく考えて解答することも重要

です。設問で何が問われているかを必ず確認し，ポイン

トになる内容を分かりやすく記述することです。今回の

公開模試でも，設問で問われていないことを答えている

ものが多く見られました。 
 試験当日は，集中力，精神力，体力の勝負になるので，

最後まで粘ってあきらめずに，必ず合格するという強い

意識をもって臨むようにしましょう。 
 
 
問１ 地方都市の医療情報連携システム 
【採点基準】 

［設問１］ 

(1)前半の問題の原因：FAX 共有による誤配送と廃棄

という解答例の趣旨に添った解答であれば 3 点。後

半の問題の原因：担当医師が訪問診療サービスで外

出している旨を指摘した解答であれば 3 点。  
(2)電子カルテ情報あるいは受診している医療機関の

情報を適切に表現した解答であれば 6 点。 
(3)患者の本人確認の実施に関して適切に表現してい

れば 6 点。 

［設問２］ 

設備投資が不要あるいは平準化されること，及び可

用性が高いことの趣旨に添った解答であれば各 6 点。 
［設問３］ 

(1)訪問している医師のカルテ記入，処方箋発行に適

切に言及していれば 10 点。 
(2)保険証及び本人確認できることを適切に表現した

解答であれば 10 点。 
【講評】 

 地方医療での IT 活用の事例です。必然性のあるシチュ

エーションでの典型的な内容を問う問題で，取り組みや

すかったと推測されます。取り組みやすかったものの，

解答要点が散漫になりやすく注意が必要です。 
設問 1 では， 

(1) 前半の問題の原因は，誤配送と廃棄による紛失の

趣旨を押さえれば正解と解釈しました。片方だけな

ら半分です。解答例のような洗練された解答表現は

なかなか見られませんでした。後半の問題の原因は

比較的正答率が高かったです。 
(2) 解答要点を押さえた解答が正解で，情報を断片的

にとらえている場合は半分の得点としました。 
(3) 解答要点を押さえた解答が多く，正答率が高かっ

たと思います。 
設問 2 では， 

設備投資の削減・平準化とシステムの可用性が解答要

点です。かなり限定的な解答表現は半分の得点にしまし

た。 
設問 3 では， 

解答要点を押さえた解答は正解にしましたが，要点の

不足や表現が甘い解答は半分の得点にしました。 
 

 

問２ 高齢化社会に対応した自治体のサービス拡大戦略の

策定支援 

【採点基準】 

［設問１］ 

(1)問題は，解答例そのものに対して 3 点。その他は，

基本的に 0 点。対策は，スマートフォン購入の高齢

者にスポーツ施設のチケット配布の趣旨を押さえ

ていれば 7 点。 
(2)町内会や自治会での回覧板の機能を解答例どおり

表現できれば 7 点。 
［設問２］ 

(1)解答例そのものに対して 3 点。 
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(2)解答例どおりのセキュリティに言及した表現であ

れば 7 点。 
［設問３］ 

(1)IT 活用室での講習会に関して適切に表現していれ

ば 7 点。 
(2)育児の対応方法の問題を適切に表現していれば 8
点。 

(3)スマホによるコンテンツの配布を適切に表現して

いれば 8 点。 
 

【講評】 

サービス拡大戦略をテーマにした問題です。自治体の

施策の策定について，問われています。解答要点をしっ

かり押さえれば高得点が期待できる問題です。 
設問 1 では， 

問題文の記述や表 2 から解答を抜き出す必要があり

キーワードを押さえた解答を正解としています。 
設問 2 では， 

問題文の記述や表 3 から解答を抜き出す必要があり

キーワードを押さえた解答を正解としています。 
設問 3 では， 

(1)は IT 活用室を利用して高齢者の IT リテラシを向

上させる趣旨を押さえる必要があります。 
(2)は育児の対応方法を教えてほしいという問題をと

らえて解答する必要があります。 
(3)はスマートフォンの使い方，子育て世代から高齢

者へのコンテンツを送りたい欲求をとらえて解答

する必要があります。比較的正答率は高いですが，

解答表現が甘い場合，得点を半分にしました。 
 
 

問３ ドラッグストアチェーンのシステム統合化計画 

【採点基準】 

［設問１］ 

(1)期日までに決算報告書を開示する義務が解答要点。

解答例と同様の趣旨に 7 点。 
(2)「B 社の端末と同等」，「セキュリティ対策」をきち

んと解答して 7 点。 
(3)要点をきちんと押さえて 6 点。 

［設問２］ 

(1)物流システムと B 社物流センタの連動，(2)変更の

自由度，が解答要点。解答例に準じて(1)8 点，(2)7
点。 

［設問３］ 

(1)店舗外で調剤薬局システムを利用できることを適

切に解答して 7 点。 
(2)医療従事者へ情報フィードバックすることが解答

要点。解答例に準じた解答に 8 点。 
 

【講評】 

ドラッグストアチェーンにおけるシステム統合化の

問題です。問題文の記述をしっかりとらえ，適切に分析

した上で，問題を解決するポイントを探り解答する必要

があります。比較的取り組みやすい問題ですが，キーワ

ードを押さえきれず何となく解答してしまうと得点が

伸びません。注意深く取り組む必要があります。 
設問 1 では， 
(1)問題文の記述及び表 1 から「期日までに決算報告

書を開示する義務」という要点が抽出できます。こ

れについては，全て押さえて正解で，これが甘いと

半分の得点にしました。 
(2)問題文の記述から A 社店舗のネットワークや PC

の脆弱性が認識できます。このことを押さえてあれ

ば正解にしました。 
(3)店舗をまたいだ人員の配置を行うことを念頭に回

答する必要があります。 
設問 2 では， 
(1)物流システムと B 社物流センタの連動を指摘して

正解です。余計な記述で散漫だと半分の得点にしま

した。 
(2)リソースの変更の自由度が解答要点です。この解

答要点を押さえて正解です。 
設問 3 では， 

(1)店舗外でもシステム利用できることが解答要点に

なります。インターネットというだけでは不十分で

す。この点を押さえる必要があります。 
(2)関連する医療従事者へ，情報フィードバックする

ことが解答要点です。要点の定まらない散漫な解答

表現が目立つので注意しましょう。 
 
 

問４ 観光地向け案内ガイドの新製品企画 

【採点基準】 

［設問１］ 

自転車走行の際の操作性が解答要点。要点を踏まえ

た解答に 6 点。表現が甘いと半分。 
［設問２］ 

「複数の測位システム」，「電池の消耗」，「スマート

フォン不所持者への提供」が解答要点。要点を踏まえ

た解答にそれぞれ 8 点。表現が甘いと半分。 
［設問３］  

(1)解答例の趣旨を適切に表現したものに対して 2 点。 
(2)OS のバージョンをケアしなくてよい点を適切に

表現すれば 6 点。表現が甘いと半分。 
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(3)専用ハードウェアとスマートフォンの bluetooth
による通信とメール受信の通知に言及できていれ

ば各 6 点。 
 

【講評】 

音声ガイドの新製品企画に関する問題です。典型的な

組込み製品の企画について考察する問題で，組込み系に

馴染みがない方でも選択した人がいたように見受けら

れます。解答要点や表現が悩ましく，得点を伸ばせなか

った人が多かったようです。 
 設問 1 では， 
問題文の文脈から解答を導きます。記述が散漫なもの

が目につきました。自転車の走行に着目する必要があり

ます。 
設問 2 では， 
設問 1 と同様な様相です。三点挙げて解答するため，

散漫になりやすいので，よく整理して解答しましょう。 
設問 3 では， 
これも解答の散漫さが見られましたが， 
(1)は問題文の記述に準拠することが大切です。 
(2)これは理解できた人はしっかり要点を押さえて解

答出来ていますが，見逃した人もかなりいました。

問題文を精読しましょう。 
(3)は正答率が大変低かったです。導出するのに考察

が必要なのですが，手掛かりを基にまとめたいとこ

ろです。 
 
全体として，解答すべき要点を理解できても解答表現

が拙く失点することに注意しましょう。問題文の記述や

重要なキーワードについては敏感にとらえて解答する

よう心掛けてください。 
以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


